
スタート編
災害時の避難所には、自力での避難や生活が難しい人（要援護

者）が必ずいます
高齢者、障害のある人、乳幼児・妊産婦・持病のある人、日本語が
十分に分からない人 など
これらの人は、
• 困りごとを自分から言えない
• 周囲が気づかないと支援につながらない
• 支援が遅れると命や健康に関わる
という特徴があります。

STEP1｜まず全体に声をかける（開設直後）

□避難所に集まった人全体に、大きな声で伝える
例 >「お手伝いが必要な方、体調に不安のある方は、
こちらにお知らせください」
→自分から言い出せない人に、伝えるきっかけを作
る
□1回だけでなく、時間を空けて繰り返す
□子ども連れ・高齢の方の様子をよく見る

STEP2｜要援護者を「見つける」

□【チェックする人】
• 歩くのが大変そうな人
• 車いす・杖・補聴器・白杖を使用している人
• ぐったりしている、表情がつらそうな人
• 乳幼児を抱えている人
【声かけ例】 >「何かお困りのことはありませんか？」
>「お手伝いが必要でしたらお知らせください」

無理に聞き出さない



STEP3｜最低限の確認をする

□【確認する項目（3つだけ）】 
1 どんな手助けが必要か
2 体調に問題はないか
3 トイレ・食事・寝る場所に配慮が必要か

□【記録する】
• 紙・ホワイトボードなどに簡単にメモ
• 名前／支援内容（例：段差注意静かな場所希望）

STEP4｜できる支援から行う

□【今すぐできる支援】
• 段差の少ない場所へ案内
• トイレに近い場所を確保
• 毛布・イス・水を優先的に手配
• 周囲の人に一言伝えて配慮を共有

完璧を目指さず「今できること」を行えればOK

STEP5｜一人にしない、見守る
□【大切なこと】
• 要援護者を孤立させない
• 近くの人に「見守り」をお願いする
□【声かけ例】 >「何かあったら、すぐ声をかけて
くださいね」
□【定期確認】
• 2〜3時間おきに様子を見る







高齢者編
回復力の低下や内服・受診の
中断から健康状態を悪化しやすく
困っていても我慢してしまい、
災害関連疾患につながる可能性が
高いです。

可能な限り、段差が少なくトイレや救護場所
に近いスペースを案内しましょう

受付・運営時のポイント
【転倒予防】
□スリッパではなくかかとのある上履き、靴をすすめる
□床に敷くシート等でつまづかないよう、養生テープです
きまを固定する
□床の隙間、荷物、コードでつまずかないよう整理・整頓
する
□床からの立ちすわりが難しい場合には、段ボール等で椅
子
をつくる

【トイレ環境】
□トイレまでの動線に、段差などの障害物をなくす
□机やいす等を活用し体を支えられる環境を整備する
□オムツを使用している高齢者にはプライバシーに配慮し
た
衝立等があるとよい



【認知症、認知症傾向の方】
認知症の方は、急激な環境の変化により、落ち着かな

くなる傾向になります。
□なるべく家族や近所の方など、本人を知っている人が
と近くにいられるようにしましょう
□話しかけるときは、必ず自己紹介を行い、日にちや時
間を伝えましょう

【防災倉庫に配備しているもの】
老眼鏡、杖、オムツ
コミュニケーションボード

（参考：腰掛ける椅子等が足りない場合・・ダンボール椅子の作り方）



目の不自由な方
周囲の状況、掲示物が見えない・見にくい方がいらっ
しゃいます。目からの情報が得にくいため、音声や触
れて確かめることにより情報を入手しています移動の
際は付き添う、掲示物について口頭で説明する等の支
援をお願いします。

目の不自由な方は自分の居場所がわかりにくくなるため、
できるだけトイレに近い、入口付近の壁側に避難させてくだ
さい。盲導犬利用者は盲導犬と一緒に避難できるよう、ス
ペースなどの配慮をお願いします

【受付時のチェックポイント】
①声かけ
□必ず名乗ってから声をかけましょう。
（例：「地域防災拠点の受付担当の〇〇です」）
□見え方や必要な支援を本人に確認します。
□同行者や補助犬の有無を確認します。

② 受付対応
□名簿登録や注意事項は口頭で説明します。
□記入が必要な場合は、代筆できることを伝えます。
□個人情報や障害に関する内容は周囲に配慮して話
します。

★声をかける際のポイント
「そちら」「あちら」ではなく「時計の針の９時の方向に３
歩」など、具体的な数字などで伝えるようにしましょう。
誘導するときには「上りです」「右に曲がります」「あと２
メートルでトイレです」など言った声掛けがわかりやすいです。



【受付時のチェックポイント】

難スペースへの誘導～避難生活中の支援】

③誘導
□誘導方法は本人に確認します。
（肘を持つ、声で案内する 等）
□段差、マット、床の置き物等がある場合は説明します。
□腕を引く、背中を押す行為は行いません。

④ 避難スペースの説明
□入口や壁などの基準点を使って場所を説明します。
□荷物や白杖の置き場所を一緒に確認します。

⑤ 設備案内
□トイレ、給水所、出入口は必ず口頭で案内します。
□仮設トイレは段差やドアの向きを説明します。

⑥ 情報提供
□放送や掲示内容は要点を個別に伝えます。
□予定変更や時間経過は定期的に声かけします。

⑦ 食事・物資配布
□配布物の中身と向きを説明します。
□熱い物や汁物は必ず声をかけます。

○弱視など、見え方の状況が外見からは
分かりずらい方もいらっしゃいます。
○ご本人の意思を確認し、
拠点にある黄色いバンダナなど
目印となるものをつけていただき
皆で声を掛け合いましょう



肢体の不自由な方
手足や体幹に障害があり、思うように体を動かせ
ない、車いすが必要な方がいます。

見た目の理解や認識がそのままその人の障害特性である
と考えられてしまい、誤った判断がされてしまうことがあ
ります。「ご自身でできること」「手伝ってほしいこと」
を聞き取りましょう

【受付・来所時】
① 声かけ
□名乗ってから声をかけます。
（例：「地域防災拠点の受付担当です」）
□移動や受付で必要な支援を確認します。

② 受付対応
□立位が困難な場合は、座ったまま受付します。
□記入が困難な場合は代筆を行います。

オストメイト等（内部障害）のある方
見た目にはわかりませんので個別対応をお願いします。

□「トイレや生活で困っていることはありませんか」等と声かけ
をし、困り事を確認してください
□多目的トイレを優先利用できるよう調整してください
□装具の交換・処理ができるスペース
（パーテーション等で人目を避ける等、プライバシー確保できる
スペースをお願いします。）



【避難スペースへの誘導～避難生活中の支援】

③誘導
□段差・スロープ・傾斜の有無を説明します。
□通路の幅を確保し（90cm～可能であれば1.5ｍ）、
床の置き物等を説明します。
□車いすは本人の操作を基本とします。

④ 居住スペース
□トイレや出入口に近い場所を検討します。
□床での生活が困難な場合、ベッドや椅子を調整します。

⑤ トイレ・設備
□多目的トイレの有無と場所を説明します。
□仮設トイレは段差・手すりの状況を伝えます。
□おむつ交換が必要な方のためにスペースを確保しま
しょう。プライバシー確保のために衝立やパーテーショ
ン等があるとよいでしょう

車いすの方へのお手伝い時は・・
１ 声をかけるときは目線をあわせるために少ししゃが
んで話す

２ 車いすを押すときは、「動かしますね」「段差をお
りますね」など声をかけてください

洋式以外のトイレの使用は難しい方や排泄に時間もかかる
方がいらっしゃることを皆で理解しましょう。



耳の不自由な方
聞こえない・聞こえにくいことが外見からはわかりに
くいため、拠点でのアナウンスなど、情報を適切に得
ることができない・周囲の方から声をかけられても対
応できない可能性があります

補聴器や人口内耳をつけていても、音が明瞭に聞こえないか
もいます。また、避難生活の中で電池が切れてしまうことも
あります。
文字や図等の視覚により情報を入手できるよう掲示物を指さ
す、掲示板を設ける等で情報提供しましょう

受付・来所時のポイント

① 声かけ・合図
□正面から姿を見せ、軽く手を振るなど視覚的に合
図しましょう
□名札や腕章を見えるようにしましょう

② 受付対応
□筆談、スマートフォンアプリ、指差しなどで意思
疎通を行いましょう。
□口をはっきり動かし、表情が見えるように話しま
しょう。

口の動きを読んで理解される方もいるため、マスクを着用してい
る場合は、話をするときには少し下げる、透明のマスクを着用す
ると、意思疎通が図りやすいです。



避難スペースへの誘導～避難生活中のポイント

③ 情報伝達

□放送内容や口頭連絡は、掲示や個別説明で必ず補
足しましょう。
□重要情報は紙に書いて直接伝えましょう
□変更があった場合は忘れずに早めに伝えましょう。

ホワイトボードなどを活用した掲示板などを作成し、
スピーカーなどでアナウンスした内容は、文字でも記載す
るようにしましょう。

④ 物品や食事等の配布対応
□呼び出しは声だけにせず、掲示や個別声かけを併
用しましょう
□順番が分かるよう配慮しましょう

⑤ 緊急時対応
□警報や緊急放送は、近くの人が視覚的に知らせま
しょう
□照明点滅や誘導で避難を促しましょう

⑥ 補聴器等への配慮
□電池切れや故障時の困りごとを確認しましょう
□雨や湿気に弱いため、必要に報じて配慮しましょ
う







知的障害等がある方
周囲の人が外見だけでは知的障害等があると判断
できない場合があります。状況や説明が理解でき
ない方や、コミュニケーションをとるのが苦手な
方がいます。

いつもと違う状況では不安や混乱が強くなります。
理解に時間がかかる方もいます。一度に多く説明せず、
短く具体的な言葉を使いましょう。集団で過ごすことが
苦手で、気持ちを落ち着かせるためのスペースが必要な
人もいます

【受付・来所時のポイント】
① 声かけ
□名乗ってから、ゆっくり話しかけます。
□「ここは避難所です」「今から受付をします」
など状況をゆっくり・具体的に説明します。
必要に応じて繰り返し、伝えてください。

②受付対応
□難しい質問は避け、はい／いいえで答えられる
聞き方をします。
□必要に応じて指差しコミュニケーションボード
等も使い家族や支援者の有無を確認しましょう。

ヘルプマークをお持ちの場合、
必要な支援などが、記載されている
場合があります。状況によっては
ご本人の了解を得てから確認してください。

黄色いバンダナ等を活用し、
「大きい音が苦手です」等必要な支援を
記載することも有効です、



【避難スペースへの誘導～避難生活中の支援】

③誘導
□居場所とトイレ、受付までの道を一緒に歩いて
確認します。
□「ここで座ります」など目の前の行動を具体的
に伝えます。

④ 不安・混乱時の対応
□否定せず、まず気持ちを受け止めましょう。
□人混みや音が苦手な場合、比較的静かな場所へ
の誘導やスペースの確保を検討しましょう。

⑤生活ルール
□ルールは紙だけではなく口頭、イラストでも伝
えましょう。掲示板や、ホワイトボード等決まっ
た場所に情報を出すことも有効です。

◆コミュニケーションのポイント◆

指示はシンプルにわかりやすく出しましょう
「そっちに行ってはダメ」「あの辺にあります」といった漠
然とした指示では伝わらない場合があります。「あの棚より
奥に行かないでください」「●●の隣にあります」などでき
るだけ短い文章で、シンプルかつ具体的な言葉で指示を出し
ましょう

視覚的に見せましょう
絵 (イラスト) や写真などを使って視覚的に見せることで、
話すだけでは理解しにくい場合も伝わりやすくなります

予定を伝えましょう
次にやることの見通しが立っていないと不安になってしまい
ます。これからの予定や内容をはっきり指示したり、１日の
スケジユール表を作ると安心することができます







妊産婦・乳幼児連れの方

妊娠や産後の週数によって、配慮すべきことが異なります。
見た目ではわからない方もいらっしゃいます。受付の際に、
週数など現在の状況を確認しましょう

【妊娠中の方】
□妊娠週数や体調、かかりつけ医の連絡先等状況を確認
  しましょう
□座ったり横になれると体調が落ち着くことがありま
  す。可能であればスペース等を確保しましょう
□見た目にはわかりにくい場合にはマタニティマーク等
  をお渡しできるとよいです
□匂いに敏感になることがあります。感染予防にもなる
  のでマスクをお渡し着用するよう勧めましょう
□女性用品は女性が配布するようにしましょう。
□なるべく家族の人と一緒にいるようお願いしましょう。

ポイント

（妊娠初期）
・週数が初期の場合には、見た目にわかりにくい場合がある
・妊娠悪阻（つわり）がひどい場合には、
におい等に敏感で、常に吐き気を伴う場合がある

（妊娠中～後期）
・おなかが大きいことで身動きがとりにくい
・立ちっぱなしの姿勢がつらい
（分娩後１か月以内）
・身体が回復していない



妊産婦・乳幼児連れの方

【乳幼児連れの方】
慣れない場所で、子どもが泣き止まない、夜泣きをす
るなど、周囲に気を遣う場面が多くあります。
また、母乳育児等の場合にも、ストレスによって母子
の健康状態が悪化することがあります。

□スペース（おむつ替え、授乳）の確保等をお願いし
ます。

□世帯の属性ごとのスペースを分けることが、犯罪の
防止やお互いのストレス軽減につながります。



外国人編
【拠点に、外国人の方が避難してきた場合】

多 言 語 指 差 し ボ ー ド を 活 用



＜Voice Tra＞ ＜Google 翻訳＞







発災直後
□安全で行きやすい場所への男女別のトイレを設置（照明設置や設置比率などの工夫)

□単身女性や女性のみの世帯に配慮した女性専用スペースを設定（体育館内でも可）
□異性の目線が気にならない男女別の更衣室や授乳室を確保（簡易テント等の活用）

発災２～３日後
□拠点運営に参画していただける女性の確保
□女性トイレ、女性専用スペースへの女性用品の常備
□女性や子育て家庭の意見及びニーズの把握（プライバシーを確保できるトイレ等
への意見箱などの設置）
女性用品の（生理用品、下着等）の女性による配布

発災１週間後
□プライバシー及び安全・安心の確保のための間仕切り用パーテーション等の活用
□異性の目線が気にならない物干し場の設置
□避難者による食事作りや片付け、清掃等の役割分担（性別や年齢によって役割を
固定しない）
□就寝場所や女性専用スペース等の巡回警備など性暴力を許さない環境づくり
□不安や悩み、女性への暴力等に対する相談窓口の設置（あわせて男性相談窓口も
設置

男女共同参画 編
発災時（開設・運営）のチェックリスト





男 性 用
だ ん せ い よ う

おとこのひとがつかうばしょです

men only

男性专用

남성 전용

réservé aux hommes



女 性 用
じ ょ せ い よ う

おんなのひとがつかうばしょです

women only

女性专用

여성 전용

réservé aux femmes
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